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主な内容

1．第３四半期業績の概要

2.  通期見通し
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2010年3月期 2011年3月期 対前年同期比増減

第3四半期 第3四半期 額 率

売上高 21,869 23,810 1,941 8.9％

営業利益

利益率

△352

△1.6％

402

1.7％

754

-
-　　　　

経常利益

利益率

△585

△2.7％

146

0.6％

731

-
-　

純利益

利益率

△460

△2.1％

82

0.3％

542

-
-

1-1　連結損益計算書　

（単位：百万円、％）
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1-2
 

第３四半期連結業績の概要　

◆前年同期◆前年同期対比では売上・利益とも回復対比では売上・利益とも回復
10～12月期は失速したものの、上期に売上・利益とも大きく回復したことによ

 り、累計期間対比では業績が回復。

◆◆第第33Ｑ（Ｑ（1010～～1212月期）は収益が悪化月期）は収益が悪化

ヒンジ事業で損失の拡大が続く一方、ＯＡ機器向け等の売上減少により、精

 密ばね事業の収益が縮小したため、３Ｑは営業利益が大きく減少。経常損

 失と四半期純損失を計上。

◆◆ヒンジ事業の合理化が進行中ヒンジ事業の合理化が進行中
国内においては希望退職により昨年末に人員が減少。人件費・販管費等の

 経費削減も実行中。中国工場の生産縮小とグループ企業への生産委託は

 今期中に完了する予定。合理化効果は、来期からフルに出てくる見込み。
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1-3　第３四半期業績推移

23,810

31,252

21,869

　　09/3期　　
第3Q累計

　　10/3期　　
第3Q累計

　　11/3期　　
第3Q累計

82

△2,020

△460

09/3期3Q累計 10/3期3Q累計 11/3期3Q累計

（百万円）

△267
△352

402

09/3期3Q累計 10/3期3Q累計 11/3期3Q累計

（百万円）

（百万円）売上高 営業利益

純利益
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1-4　四半期業績推移

7,622 7,685

8,185

7,651

7,974

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

9

177
216

78
15

0.1%

2.7%

1.0%

2.2%

0.2%

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

営業利益 利益率

営業利益売上高 （百万円） （百万円）

（百万円）

87

164

△11△70

80

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

純利益

10/3月期 11/3月期

10/3月期 11/3月期

10/3月期 11/3月期
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8,1197,170
9,373
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3,371

0
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12,000

18,000

精密ばね ヒンジ モーター プラスチック

△170
△37

△393
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44

999

△763

113

-1,200

-800

-400

0

400

800

1,200

精密ばね ヒンジ モーター プラスチック

1-5　事業別売上高・セグメント利益
売上高

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

精密ばね

OA機器や自動車向けの需要が上期に大

 
きく回復したことから、国内・海外ともに収

 
益が改善。

ヒンジ

携帯電話向けは国内・海外とも需要減少、

 
PC向けも立上げの遅れが響き、販売が

 
低迷。売上高減少により、損失が拡大。

モーター

季節物家電新製品や住宅関連向けの売

 
上が好調だったことから、収益が回復。

プラスチック

OA機器向けの需要回復や自動車向けの

 
販売増加に加え、固定費削減効果により、

 
国内の収益が大きく改善。

セグメント利益

（単位：百万円）

（単位：百万円）

＜前年同期からの変動要因＞

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q
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628966

5,670

14,603
15,858

6,098

846 1,007

0

10,000

20,000

日本 アジア 米国 ヨーロッパ

△942

241

△496

148

△35
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312
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0

500
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1-6　所在地別売上高・セグメント利益

セグメント利益

売上高

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

（単位：百万円）

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

（単位：百万円）

日本
•売上＋8.6%、営業損失306百万円減少

•ヒンジを除く3事業は、売り上げ増加に伴

 
い営業黒字化。ストロベリーの損失が利

 
益を取り崩したものの、前年同期比では

 
収益が改善。

海外
•売上＋9.4%, 営業利益491百万円増加

・アジアは、OA機器向けや自動車向けの

 
需要増加から精密ばね事業の売上が伸

 
び、増収・増益。

・英国は医療機器やタングレスコイルスレッ

 
ドの売上増加から、収益が大きく回復。

＜前年同期からの変動要因＞

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q

10/3期
第3Q

11/3期
第3Q
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1-7　連結市場別売上高

（百万円）
10年3月期 11年3月期 増減

3Q 構成比 3Q 構成比 額 増減率

ＯＡ機器 6,329 28.9% 6,862 28.8% 532 8.4%

自動車機器 4,390 20.1% 4,856 20.4% 465 10.6%

携帯情報端末 2,513 11.5% 1,729 7.3% △784 △31.2%

AV・家電機器 977 4.5% 1,237 5.2% 260 26.6%

精密機器 955 4.4% 1,330 5.6% 375 39.3%

PC・周辺機器 831 3.8% 1,142 4.8% 310 37.3%

医療機器 632 2.9% 768 3.2% 136 21.5%

その他 5,238 24.0% 5,883 24.7% 645 12.3%

合計 21,869 100% 23,810 100% 1,941 8.9% 
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1-8 　連結キャッ・シュフロー　
(百万円）

営業活動によるCF

仕入れ債務の増加や減

 価償却費の留保等により、

 資金が１,024百万円増加

投資活動によるCF

国内やアジアの工場・機

 械設備等への投資により、

 資金が780百万円減少

財務活動によるCF

運転資金や設備投資資

 金等の借入金返済により、

 資金が472百万円減少

＜11/3期第3四半期の状況＞

営
業
Ｃ
Ｆ

投
資
Ｃ
Ｆ

財
務
Ｃ
Ｆ

現
金
・現
金
同
等
物
期
末
残
高

10/3期
第3四半期

11/3期
第3四半期

現
金
・現
金
同
等
物
期
首
残
高

フリーCF

△378

フリーCF

244
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2-1．通期連結業績予想の修正について

(百万円)

11年3月期通期

5月14日予想

11年3月期通期

今回予想
増減額

増減率

（％）

（参考）

前期実績

（10年3月期）

売上高 31,000 31,000 - - 29,555 

営業利益 860 680 △180 　△20.9 △274

営業利益率 2.8％ 2.2% - - △0.9%

経常利益 520 370 △150 △28.8 △569

純利益 420 300 △120 △28.6

 
　 △380
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2-2.　通期業績予想について

◆通期の予想利益を修正
ヒンジ事業の業績落ち込みを、精密ばね事業でカバーしようとしたが、下期

 は足踏み状態。３Ｑまでの業績進捗状況を考慮して、通期予想利益を修正。

◆精密ばね事業の回復が足踏み
10月以降、ＯＡ機器向け、自動車向けの販売が足踏み状態。国内は利益率

 の改善を下期に計画していたが、計画を下回る見込み。一方、海外子会社

 の下期の業績は、売上・利益とも上期実績をかなり下回る見込み。

◆ヒンジ事業のコスト削減に遅れ
本年1月から予定していた中国工場の生産縮小とグループ企業への生産委

 託に遅れが出ているため、４Ｑの損失額は計画を上回る見込み。



株式会社アドバネクス
広報IR部

　

 

　

　　TEL：03 -

 
3822 -

 
5865　　FAX：03 -

 
3822 -

 
5873　　

　　URL：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.advanex.co.jp 

（お問い合わせ先）
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